
【抄録】 

ᡂ㛗᰿ⴌⱆの㸴ᖺ㛫のືែࢩࣝ࢘

小㇂二㑻

【抄録】 

（第 10 回中㒊森林学会会プロ࣒ࣛࢢ・発表せ᪨㞟） 

小㇂二㑻

ከ㞷地ᖏ࡛のపࢥスࢺ造ᯘᢏ⾡ 

㸫スギࢼࢸࣥࢥⱑの㸵ᖺ⏕のᡂ⦼㸫

国⏘⁽の㟂せ㔞の高まりによって、ࢩࣝ࢘㈨※ቑ⏘のために᳜᱂による᪉法に加え、ᥙࡁ⤊え

たࢩࣝ࢘のⴌⱆ᭦新による生᪉法の☜立もᚲせがある。そࡇで、３⟠所（㸷～19 ᖺ生）の࢘

取り後ఆ᥇し、発生したⴌⱆのືែとᡂ長を㸴ᖺ間（2013～2019ࡁ林でᥙࢩࣝ ᖺ）㏣㊧ㄪᰝし

た。ⴌⱆのとࢇはఆりᰴの周㎶から発生する᰿ⴌⱆであった。ⴌⱆは、発生後㸯ᖺでฟᥞい

㸰ᖺ┠に約༙ᩘがᯤṚし、その後もᚎࠎに減少していった。㸰ᖺ┠もそれ以㝆も期㤳時点でのࢧ

、られࡳがࡁࡘらࡤられた。ᡂ長は、ሙ所間およびሙ所ෆでࡳが小さいಶయがᯤṚするഴྥがࢬ

᪩いものではすでに⬚高┤ᚄ 13cm に㐩した。以上のࡇとから、ࢩࣝ࢘の᰿ⴌⱆは基本的にࢧ

にᚤᆅᙧなࡸられ、ᡂ長はそのሙ所のᅵተ条件ࡳすいഴྥがࡸṧりなඃໃなⴌⱆࡁのࢬ

影響されࡸすいと考えられた。

（௧ 2ᖺ度㞷ᆅᖏ林業技術開発༠㆟会）

多㞷ᆅᖏの㸵ᖺ生の造林ᆅにおいて、ࢥンࢼࢸⱑのⱑ᳜ࡸࢬࢧ᱂᪉法の違いが、ά╔、ᡂ長

にཬࡰす影響にࡘいて〄ⱑと比較して᳨ウした。ࢥンࢼࢸには M スターࢥンࢼࢸを用いた。᭱ も

ዲᡂ⦼であったのは、ࢥンࢼࢸᬑ㏻ⱑをࣛࢢップによって⪔㌿したのちⱑ木᳜᱂機を用いて᳜᱂

したሙ合とࢥンࢼࢸᬑ㏻ⱑを᳜᱂機で᳜᱂したሙ合であった。ࢥンࢼࢸⱑはά╔がⰋዲでⱑで

は᰿元┤ᚄのᡂ長に有な面がࡳられた。୍ ᪉、〄ⱑはᬑ㏻ⱑをク࣡で᳜᱂する従来の᪉法はά

╔、ᡂ長ともⰋዲであったが、ⱑはά╔、ᡂ長とも᳜᱂᪉法に㛵ಀなࡃⰋであった。以上の

。とが♧၀されたࡇⱑは有ຠであるࢼࢸンࢥとから、多㞷ᆅᖏであってもࡇ
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【抄録】 

῝ᒙᏛ⩦ࡼる᳃ᯘ⏬ീのศᯒそのά用 

木ᮧ୍ஓ※�・ᒣ㊰ెዉ※�・⨾ᖾ・小㇂二㑻・松ᗣ浩※1・長田ⱱ⨾※1

㸫UAVࢯࣝ࢜⏬ീࢆᑐ㇟したᯘ┦ุู➼天⌫⏬ീࢆᑐ㇟した材✚➼の᥎ᐃ㸫 

▮田ࠉ㇏・林ࠉ⯟ᕼ※1・႐多Ἠ᭶※1・㬞ఙဢ※1・後భᶞ※1・ᮧ上Ⰻ平※2

。いてሗ࿌するࡘᡂᯝにࡔࢇの開発に取り組࣒ࢸスࢩ

UAV による✵⏬ീから SfM 技術により生ᡂされる高ゎീ度ࢯࣝ࢜⏬ീ（以下、8$V ⏬ࢯࣝ࢜

ീ）ࡸ、ᡭ持ち式の比較的Ᏻ౯なኳ球࣓ࣛ࢝により影したኳ球⏬ീから、̔̀ ᒙ学⩦技術を

用いて林┦⏺ࡸ森林㈨※に㛵するሗをᢳฟし、そのሗを林業の実ົ⌧ሙでᐜ᫆にά用でࡁる

（第 10 回中㒊森林学会 口頭発表） 

※1㔠ἑ工業学、※2(ᰴ)ࢥࣝࣈ࢚ンࣗࣆータ、※�石ᕝ県森林組合㐃合会

⏬ീは、Skycatch♫の Explore1とその㛵㐃ࢩス࣒ࢸにより影・生ᡂした UAVࢯࣝ࢜⏬ീと、

ー♫のࢥࣜ THETA SC を用いて影したኳ球⏬ീを用した。῝ᒙ学⩦ࣔࣝࢹとして、AlexNet

および DenseNet を᥇用し、8$V を、࣒ࢸスࢩീからは林┦および林┦⏺を᥎ᐃする⏬ࢯࣝ࢜

ኳ球⏬ീからはスギ人工林の材✚等を᥎ᐃするࢩス࣒ࢸを開発した。 

本研究は、農研機構生研支援センター「࣋ࣀーࣙࢩンฟ強研究᥎㐍事業」の支援を受け

て行ったものである。 

UAV 森林㈨※に㛵するሗࡸ✀ീと林ෆኳ球⏬ീから㸪῝ᒙ学⩦技術を用いてᶞ⏬ࢯࣝ࢜

【抄録】 

῝ᒙᏛ⩦ࡼる᳃ᯘ⏬ീのศᯒそのά用 
㸫UAV  した᳃ᯘ㈨※ሗ➼の᥎ᐃ㸫㇟ᑐࢆᯘෆ天⌫⏬ീീ⏬ࢯࣝ࢜

▮田ࠉ㇏・林ࠉ⯟ᕼ※1・႐多Ἠ᭶※1・㬞ఙဢ※1・後భᶞ※1・ᮧ上Ⰻ平※2

木ᮧ୍ஓ※�・ᒣ㊰ెዉ※�・⨾ᖾ・小㇂二㑻・松ᗣ浩※1・長田ⱱ⨾※1

（中㒊森林研究第 69ྕ） 

※1㔠ἑ工業学、※2(ᰴ)ࢥࣝࣈ࢚ンࣗࣆータ、※�石ᕝ県森林組合㐃合会

をฟ力し㸪そのሗを林業の実ົ⌧ሙでᐜ᫆にά用でࡁるࢩス࣒ࢸの開発に取り組ࡔࢇ。

⏬ീは㸪Skycatch ♫の Explore1 とその㐃ᦠࢩス࣒ࢸにより影・合ᡂした UAV ീ⏬ࢯࣝ࢜

と㸪ࣜࢥー♫の THETA SC を用いて影したኳ球⏬ീを用した。῝ᒙ学⩦ࣔࣝࢹとして

DenseNet を㸪ࣞࣇー࣒࣡ークとして Keras を用した。UAV ീからはᶞ✀を㸪ኳ⏬ࢯࣝ࢜

球⏬ീからはスギ人工林の材✚ࡸཎ木品質を᥎ᐃする AI 実用に⪏える⢭ࡰ・ンジンを開発࢚

度を実⌧し㸪実用のための Web 。を試సしたェ࢘トࣇࢯンࣙࢩーࢣプࣜ

・

・
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【抄録】 

῝ᒙᏛ⩦ᇶ࡙ࡃ UAVࢯࣝ࢜⏬ീࢆ用࠸たูุࣛࢼࢥ材✚➼の᥎ᐃ

▮田ࠉ㇏・⨾ᖾ・林ࠉ⯟ᕼ※1・木ᮧ୍ஓ※2・ᒣ㊰ెዉ※2

小㇂二㑻・松ᗣ浩※1・長田ⱱ⨾※1

（第 1�2 回日本森林学会 口頭発表） 

【抄録】 

の大㔞ᤕ⋓ᾘ㛗࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐

※1㔠ἑ工業学、※2石ᕝ県森林組合㐃合会

Ụᓮຌ二㑻

ᮾ日本㟈⅏後のࡁのࡇཎ木の౪⤥Ṇࣛࢼ、ࡸᯤれ⿕ᐖのᣑに伴うࡁのࡇཎ木用ࢼ・ࢩ

ࣛの生⏘㔞減少により、ࡁのࡇཎ木の౪⤥యไの強がႚ緊のㄢ㢟となっている。୍᪉、UAV✵

⏬ീから合ᡂするࢯࣝ࢜⏬ീ（以下、UAVࢯࣝ࢜⏬ീ）生ᡂ技術のᬑཬにより、比較的ᐜ᫆・

低ࢥストで施業対㇟林ศの高ゎീ度ࢯࣝ࢜⏬ീが取得ྍ能となってࡁたか、̔̀ ᒙ学⩦技術の実

用により、ᑓ㛛ᐙでなけれุࡤㄞが㞴しいࣛࢼࢥ等のᶞෙ⏬ീุㄞが⮬ືでࡁるྍ能性が高

まってࡁた。以上のࡇとから、UAV 、ᶞෙをุㄞしࣛࢼࢥീから῝ᒙ学⩦技術をά用して⏬ࢯࣝ࢜

材✚ࡁࡸのࡇཎ木᥇材本ᩘを᥎ᐃするための᪉法にࡘいて、᳨ウした。 

学⩦用ࢹータとして、石ᕝ県ෆのᗈⴥᶞ等二ḟ林にて影した UAVࢯࣝ࢜⏬ീを用し、̔̀ ᒙ

学⩦ࣔࣝࢹとして Segnet を᥇用した。ࣛࢼࢥᶞෙ面✚等を用いた材✚・ཎ木᥇材本ᩘの᥎ᐃに

、か�1本の計 ⤖ᯝのࣛࢼࢥいては、石ᕝ県ෆのᗈⴥᶞ等二ḟ林4林ศෆにおいてㄪᰝしたࡘ

᪤ሗにて用いたࢹータとࣔࣝࢹ式を応用し、᥎ᐃࣔࣝࢹを構⠏した。 

本研究は、農研機構生研支援センター「࣋ࣀーࣙࢩンฟ強研究᥎㐍事業」の支援を受け

て行った。 

（第 1�2 回日本森林学会 口頭発表） 

加㈡ᕷ∦㔝ᾏᓊࢶ࣐林に࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ㄏᘬ木を 26 本タ⨨し、ࣛࢲ࣐スープによっ

て┤᥋ᤕ⋓を行った。㸰ᖺ間（2019～2020 ᖺ）のᤕ⋓ᩘは 1�500 頭以上に㐩した。時間ࡈとの

ᤕ⋓ᩘは日ἐ後から急ቑし 21 時にࣆークに㐩し、῝ኪ㸰時には⤊ᜥした。日ࡈとのᤕ⋓ᩘは㸴

᭶上᪪からጞまり下᪪にࣆークを♧し、㸵᭶下᪪から㸶᭶上᪪にⴭしࡃ減少した。性比はᤕ⋓期

間を㏻して࢜スに೫り、特にㄏᘬึ期高かった。またㄏᘬึ期の平均ಖ持センᩘ࢘ࣗࢳは

1�000 頭以上に㐩し、高いఏᦙ力を持ࡘಶయがฟ⌧した୍᪉で、ㄏᘬ後期にはとࢇಖ持しな

かった。ࡇのᤕ⋓ᾘ長に基࡙ࢶ࣐、ࡁ材⥺のሢ≧ᯤṚ木発生にࡘいて以下の࢜ࣜࢼࢩが導か

れる。ࢶ࣐材⥺の⨯木がまࡔ発生しないㄏᘬึ期（㸴᭶上᪪）には、⮬↛発生したᯤṚ木

センターがᙧࣆ࢚弱木に性ᡂ⇍したᡂが㣕来する。その木を中心に㣕来したᡂによって⾶ࡸ

ᡂされる。そして、周ᅖのなࢶ࣐にಖ持セン࢘ࣗࢳがఏᦙされ、ሢ≧ᯤṚが発生する。୍ ᪉、

ㄏᘬ後期は性ᡂ⇍๓の後㣗によってࢶ࣐材⥺に⨯した༢木ᯤṚ木に㓄അ行ືࡸ⏘༸のた

めに㣕来する。ࡇれらのᡂはセン࢘ࣗࢳをಖ持しないため、周ᅖのࢶ࣐のセン࢘ࣗࢳఏᦙが

なࡃ、༢木ᯤṚ木として林ෆにศᕸする。 

・
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【抄録】 

静岡県天竜地域のスギ大径材から採材した構造用製材の品質評価 

（その３）乾燥条件が異なる心持ち平角の乾燥材品質 

松元 浩・石田洋二・小倉光貴・加藤英雄※1・長尾博文※1

齋藤周逸※1・長瀬 亘※2・池田潔彦※2

（第 71 回日本木材学会 口頭発表） 

※1（国研）森林総合研究所、 ※2 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター

本研究は農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト）」の支援を

受け、森林総合研究所、静岡県と合同で行ったものである。 

【抄録】 

静岡県天竜地域のスギ大径材から採材した構造用製材の品質評価 

（その４） 乾燥条件が異なる心持ち平角の曲げ強度特性 

石田洋二・松元 浩・小倉光貴・加藤英雄※1

長尾博文※1・長瀬 亘※2・池田潔彦※2

枠組壁工法構造用製材(寸法型式 208)と混合木取りによって得られたスギ心持ち平角に対し

て、高温セット処理を伴わない中温乾燥（条件 A：乾球温度 90℃・湿球温度 86～74℃で 504 時

間中温乾燥）、高温セット処理後に中温乾燥（条件 B：高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温

度 90℃・18時間、その後、乾球温度 90℃・湿球温度 60℃で 336 時間乾燥）、高温セット処理後

に弱減圧を伴う中温乾燥（条件 C: 高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・18時間、

その後、乾球温度 90℃、圧力 400hPa（沸点 75℃）で 176 時間乾燥）の 3条件の乾燥試験を実施

し、乾燥材としての品質を比較した。各条件間で平均含水率に違いがあるものの、従来の中温乾

燥（条件 A）と比較して条件 B では約 1週間、条件 Cでは約 2週間以上の乾燥期間短縮が見込ま

れる。

（第 71 回日本木材学会 口頭発表） 

※1 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所
※2 静岡県農林技術研究所 森林・林業研究センター 

本研究は農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト）」の支援を

受け、森林総合研究所、静岡県と合同で行ったものである。

高温セット処理を伴わない中温乾燥（条件Ａ：乾球温度 90℃・湿球温度 86～74℃で 504時間

中温乾燥）、高温セット後に中温乾燥（条件Ｂ：高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・

18 時間、その後、乾球温度 90℃・湿球温度 60℃で 336 時間乾燥）、高温セット処理後に弱減圧

を伴う中温乾燥（条件Ｃ：高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・18 時間、その後、

乾球温度 90℃・圧力 400hPa（沸点 75℃）で 176時間乾燥）の３条件の人工乾燥を行ったスギ心

持ち平角（断面寸法 105 ㎜×210 ㎜）の曲げ強度特性を比較した。乾燥による熱の影響が小さい

と考えられる条件Ａと比べて、高温セット処理を施した条件Ｂおよび条件Ｃは、曲げ強度性能の

低下が多少見受けられたが、機械等級に対応する基準強度に対して同程度満足し、また３条件の

統計的な有意差も認められなかった。

・

・
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